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「地下水を守り伝えていくために」

世界に誇る地下水都市
熊本

ダイジェスト版



世
界
に
誇
る
地
下
水
都
市
熊
本「
地
下
水
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
に
」

平
成
25（
２
０
１
３
）年
３
月
、熊
本
市
は
日
本
で
初
め
て
国
連〝
生
命（
い
の
ち
）の
水
〟最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
の
宝
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

74
万
人
市
民
の
水
道

水
源
の
全
て
を
地
下
水

で
賄
う「
地
下
水
都
市
・

熊
本
」。

　

こ
れ
は
、
人
口
50
万

人
以
上
の
都
市
と
し
て

は
日
本
唯
一
、
世
界
で

も
希
少
な
都
市
で
す
。

　

約
１
０
０
万
人
以
上

が
暮
ら
す「
熊
本
地
域
」

（
熊
本
市
を
含
む
11
市

町
村
）
に
お
い
て
も
、

水
道
水
源
の
ほ
ぼ
全
て
を
地
下
水
で
賄
っ
て

お
り
、
広
域
的
な
地
下
水
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い
地
域
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
、
熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
の
取

組
が
世
界
で
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
３
月
に
、国
連
“
生
命
（
い

の
ち
）
の
水
”
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
の
名
水
百
選
に
、
熊
本
市
か

ら
「
水
前
寺
江
津
湖
湧
水
群
」「
金
峰
山
湧

水
群
」
の
２
か
所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

健軍水源地（5 号井）

熊本地域 11 市町村

水前寺江津湖湧水群（水前寺成趣園）

金峰山湧水群（成道寺）

世
界
に
誇
る

地
下
水
都
市
・
熊
本
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地
下
水
の
仕
組
み
・

成
り
立
ち

　

熊
本
地
域
の
大

地
は
阿
蘇
火
山
の

４
度
の
大
噴
火
に

よ
っ
て
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
層
は
す

き
ま
に
富
み
、
水

が
浸
透
し
や
す
い

特
徴
を
持
って
い
る

た
め
、
熊
本
地
域

に
降
っ
た
雨
は
地

下
水
に
な
り
や
す

く
、
地
下
に
豊
富
で
良
質
な
水
が
蓄
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
蘇
山
に
よ
っ
て
「
世
界
に
誇
る
地
下
水

都
市
・
熊
本
」
の
土
台
が
で
き
あ
が
っ
た
の

で
す
。

　

熊
本
城
を
築
い
た
こ
と
で
有
名
な
加
藤
清
正

公
は
、
治
水
土
木
の
業
績
か
ら
「
土
木
の
神
様
」

と
も
敬
わ
れ
て

い
ま
す
。
清
正

公
は
、
地
元
で

「
ザ
ル
田
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど

水
が
浸
透
し
や

す
い
白
川
中
流

域
に
、
大
規
模

な
水
田
開
発
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、

水
田
か
ら
大
量

の
水
が
地
下
に

浸
透
し
、
熊
本

地
域
の
地
下
水
は
ま
す
ま
す
豊
富
に
な
り
ま
し

た
。

加藤清正像

　

熊
本
地
域
の
地
下
水
の
流
れ
の
う
ち
最
も

大
き
い
と
い
わ
れ
る
の
は
、
白
川
中
流
域

の
「
地
下
水
プ
ー
ル
」
に
蓄
え
ら
れ
た
地
下

水
が
南
西
の
江
津
湖
な
ど
の
湧
水
地
帯
を
経

て
、西
方
の
熊
本
平
野
へ
向
か
う
流
れ
で
す
。

　

熊
本
地
域
の
中
で
、
最
も
恩
恵
を
受
け
て

い
る
の
が
熊
本
市
な
の
で
す
。

熊
本
地
域
の

地
下
水
の
現
状

　

豊
富
な
地
下

水
に
恵
ま
れ
る

熊
本
地
域
で
す

が
、
都
市
化
の

進
展
や
米
の
生

産
調
整
な
ど
に
よ

っ
て
、
か
ん
養
域

が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
、
熊
本
地

域
の
地
下
水
位

は
長
期
的
に
み

る
と
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
下
水
の
質
も
全
体
と
し
て
は
良

好
な
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、一部
地
域
で
は
硝

酸
性
窒
素
濃
度
の
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
量
・
質
と
も
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
長
年
続
い
た
地
下
水
位
の
低

下
傾
向
が
緩
や

か
に
な
り
、
一
部

を
除
き
回
復
の

兆
し
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
が

現
れ
始
め
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後

も
さ
ら
に
継
続

し
た
地
下
水
保

全
への
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

水田湛水の様子

地
下
水
を
守
る
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水
源
地
近
く
の
高
層
住
宅
団
地
建
設
計
画

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
下
水
に
対
す
る
市
民

の
関
心
が
高
ま
り
、
昭
和
51

（
１
９
７
６
）
年
「
地
下
水

保
全
都
市
宣
言
」
が
決
議
さ

れ
、
翌
年
、
全
国
に
先
駆
け

て
「
熊
本
市
地
下
水
保
全

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

に
は
同
条
例
を
全
面
的
に
改

正
し
、
水
質
・
水
量
の
両
面

か
ら
の
保
全
と
節
水
社
会
の

形
成
を
図
る
総
合
的
な
条
例

と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
約
２
２
０
本
の
井
戸
で
地
下
水
質
を
測

定
し
、
地
下
水
浄
化
等
の
保
全
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
硝
酸
性
窒

素
削
減
計
画
に
基

づ
き
、
関
係
者
と

連
携
を
図
り
、
施

肥
や
家
畜
排
せ
つ
物

な
ど
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
家

畜
排
せ
つ
物
を
適
正

に
処
理
す
る
た
め
、

熊
本
市
東
部
堆
肥

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
４
月
に
供
用
開
始
し
ま

し
た
。

　

白
川
や
緑
川
な
ど

の
河
川
上
流
域
で
水

源
か
ん
養
林
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
熊
本

地
域
の
重
要
な
か
ん

養
域
で
あ
る
白
川
中

流
域
で
は
、
地
元
農

家
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
転
作
田
を
活
用

し
た
水
田
湛
水
事
業

を
行
って
い
ま
す
。

　

市
民
総
参
加
で
取
り
組
む
節
水
市

民
運
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
ま
で
に

市
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
生
活
用
水

使
用
量
を
２
１
０
L
ま
で
削
減
す
る

こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

く
ま
も
と

水
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

　

良
質
な
地
下
水
と
そ
の
地
下
水
に
育
ま
れ
る

農
産
物
や
食
、
自
然
環
境
、
歴
史
や
文
化
を
融

合
さ
せ
総
合
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
ま
た
、
市

民
協
働
で
の
熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
の
取
組

を
国
内
外
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
や
水
の
文
化
を
守
っ
た

り
、
魅
力
を
P
R
し
た
り

す
る
人
材
を
「
く
ま
も
と

水
守
」
の
愛
称
で
登
録
し
、
人
材
育
成
や
情

報
提
供
を
行
って
い
ま
す
。

　

水
の
風
土
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
市
が
登
録
す
る
制
度

で
す
。（
令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
末
現
在
92
件
）

桜の井戸

御手洗さん

　

全
国
初
の
「
水
」
に
関
す

る
ご
当
地
検
定
で
す
。
通
信

試
験
に
よ
る
３
級
か
ら
、
会

場
試
験
形
式
の
２
級
・
１
級

ま
で
あ
り
、
知
識
の
普
及
と

保
全
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
、
地
下
水
都
市
・

熊
本
の
魅
力
発
信
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
５
万
人
以
上
の
方
が
受
験
し
て

い
ま
す
。

名前入り認定証
　

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
期
に
、
世
界
に

誇
る
地
下
水
都
市
・
熊
本
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
、
熊
本
駅
新
幹
線
口
か
ら
熊
本
市
中
心

部
に
か
け
て
、
熊
本
の
水
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
「
街
な
か
親
水
施
設
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ

た
熊
本
の
お
い
し
い
水
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
水
飲
み
場
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
！
」
と
言
わ
れ
る
熊
本
の
水
を
、
ぜ
ひ

見
て
、
飲
ん
で
、
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

「城見の水」
（熊本市役所前）

「城下町の」
（明八橋側）

広
域
連
携
へ
の
取
組

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
４
月
、
熊
本
地

域
の
地
下
水
保
全
に
広
域
で
取
り
組
む「（
公

財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
」
が
発
足
し
ま

し
た
。
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
互
い
の
立

場
を
超
え
、
財
団
が
中
心
と
な
り
熊
本
地
域

全
体
で
効
果
的
な
地
下
水
保
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ゴールド

シルバー

ブルー

宇土市

嘉島町

御船町

西原村

益城町

菊陽町

合志町 大津町

菊池市（旧泗水町、旭志町）

甲佐町

熊本市

阿
蘇
の
自
然
の
め
ぐ
み

熊
本
地
域
の
地
下
水
の
流
れ

土
木
の
神
様
・
清
正
公
さ
ん
と

�

「
か
ん
養
域
」

地
下
水
保
全
活
動
の
歴
史
と
今

地
下
水
質
を
守
る

節
水

地
下
水
を
つ
く
る

く
ま
も
と
水
守

熊
本
水
遺
産

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

街
な
か
親
水
施
設

（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
の
発
足

合格するともらえます

菊池市旭志
菊池市泗水

大津町

西原村
益城町

御船町

甲佐町
宇土市

熊本市

合志市

菊陽町

嘉島町

地下水の流れ

金峰山
立田山

田原坂

小山山

熊本城

江津湖
砥川溶岩分布域

有明海

緑川

白川

地下水プール

雁回山

浮島

飯田山

戸島山
熊本空港

鞍岳

俵山

熊本地域の地下水の流れ

熊本地域とは……
熊本市、宇土市、菊池市、合志市、
大津町、菊陽町、西原村、御船町、
嘉島町、益城町、甲佐町、
からなる 11市町村
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